
決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円368 事 務 局 費 1,461,732 1,359,485 【教育の充実に関する参考指標】 （平成23年５月１日現在）教 育 委 員 会 国 1,486 区 分 小 学 校 （ 公 立 ） 中 学 校 （ 公 立 ） 高等学校（県立） 特 別 支 援 学 校企 画 管 理 室 手 30,620 学 校 数 211校 108校 33校 11校福 利 課 財 8,003 生 徒 数 73,566名 36,221名 25,730名 1,480名学 校 支 援 課  1,319,376 教 員 数 4,753名 2,750名 1,780名 894名教 職 員 課 「平成23年度学校基本調査」学 校 教 育 課 学びの支援［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］人権・地域教育課 事 業 名 金 額 内 容千円 奈良県地域教育力サミットの開催 平成23年11月28日奈良県地域教育力 428 知事を議長に行政、経済界、公私の教育関係者等が一堂に会して、地域サミット開催事業 の教育力をテーマに議論教育改革の推進事 業 名 金 額 内 容千円 教育評価支援委員会の開催 平成23年８月30日県 教 育 委 員 会 の 920 所管事務に係る点検・評価の報告書を県議会に提出するとともに公表点 検 ・ 評 価 県議会提出・公表日 平成23年11月30日370 教 職 員 人 事 管 理 費 309,158 265,895 学びの支援［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 1,188千円福 利 課 手 3,548 事 業 名 金 額 内 容教 職 員 課 財 6諸 1,133 千円 公立学校に社会人講師（ボランティア）を登用し、地域の活力を生かし 261,208 コミュニティーチャー た特色ある授業の展開を推進 人材バンク登録者数 1,051名55・ プ ラ ン 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度実施校数（校） 28 20 20教員を目指す学生を対象に、教員として必要な知識や実践的指導力の育ディア・ティーチャー 成を支援771プ ロ グ ラ ム 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度受講者数（名） 108 111 146奈良県で勤務する講師を対象に、実践力や授業力の向上を支援「講師塾」開講事業 362 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度受講者数（名） － 103 107



教員の海外派遣事 業 名 金 額 内 容千円 独立行政法人教員研修センター主催の海外研修事業に教職員を派遣短期16日以内コース 派遣人数13名 アメリカ外５カ国教職員海外派遣研修 2,748 長期２カ月コース 派遣人数１名 アメリカ成 果 指 標 21年度 22年度 23年度派遣対象者のうち派遣した割合（％） 13 13 16教員の人事管理事 業 名 金 額 内 容千円 教員の指導力に関する諮問委員会の開催 ４回指導が不適切な教諭等の判定及び人事上の措置についての審議教員のメンタルヘルスに関する審査会の開催 １回教員の精神性疾患等に起因する事象について審査指 導 力 不 足 教 員 8,440 研修担当者として嘱託職員を配置 ３名対 策 事 業 指導が不適切と判定された教員のうち、校外研修を命じられた者に対する指導改善研修を担当成 果 指 標 21年度 22年度 23年度研修受講者数（名） 8 5 6370 学 校 教 育 推 進 費 447,899 379,028 紀伊半島大水害からの復旧・復興［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(学 校 教 育 課) 国 95,883 事 業 名 金 額 内 容手 4,886繰 132,369 千円 被災地の児童生徒等の不安や悩みに対応し、心のケアに努めるため、臨被災地児童生徒等の 145,890 1,406 床心理士等からなるスクールカウンセラーを派遣こころのケア事業前年度繰越分 前年度繰越分 スクールカウンセラー ８名66,000 65,580当該年度分 当該年度分 学びの支援［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］381,899 313,448 学校教育の充実 155,167千円事 業 名 金 額 内 容千円 学校と家庭・地域が協働し、子どもに見られる課題の改善に向けた取組見直そう！家庭と学校 を実施協働プロジェクト 2,209 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度[ 安 心 こ ど も ] 啓発資料配布学校数（校） － 547 545通学費 補助率1／4遠 距 離 児 童 ・ 山添村、下市町、野迫川村、十津川村、東吉野村6,933生 徒 通 学 費 補 助 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度遠距離児童・生徒数（名） 260 189 190



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 へき地教育研究大会開催へき地教育の充実 750 へき地学校地域ふれあい推進事業第35回全国高等学校総合文化祭への参加総合開会式 外12部門 延べ 42校 131名奈良県高等学校総合文化祭の開催芸 術 教 育 の 充 実 3,826 開会行事 外13部門 延べ271校 3,413名学校音楽祭の開催 小・中・高・大 18校 475名成 果 指 標 21年度 22年度 23年度全国高等学校総合文化祭延べ参加校数(校) 50 54 42全国学力・学習状況調査等の結果を活用し、学力向上に向けた具体的な取組について調査・研究学力調査等を活用した 893 小学校 ４校学力向上推進事業 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度学力向上フォーラムに参加した人数（名） 200 200 200就学指導・就学相談の充実、専門家の巡回指導により、特別支援教育の体制を整備特 別 支 援 教 育 2,754 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度体 制 整 備 事 業 小・中学校における特別支援教育推進のための校内委員会の設置率（％） － 100 100中学生キャリア教育 県内公立中学１年生を対象に、学校や地域の実情に応じ、職場体験やボ4,953推 進 事 業 ランティア活動等のキャリア教育を実施児童生徒の問題行動等 問題行動等で困難を抱える学校に「学校サポーター」を配置し、生徒指対 策 事 業 71,569 導体制を支援[ 緊 急 雇 用 ] 小学校 17名 中学校 22名 高校 ５名 特別支援学校 １名規範意識の改善提言 子どもの規範意識向上推進委員会の提言や生徒指導ガイドラインを踏ま及び生徒指導指針 100 え、県下の状況について意見聴取する会議を開催策 定 事 業学校非公式サイト インターネット上の有害情報やいじめ・犯罪等から生徒を保護するため、監視・調査研究事業 5,282 学校非公式サイトの監視を実施[ 緊 急 雇 用 ]



「心の教育」推進事業スクールカウンセラーの配置 小学校 ８校 中学校 46校 高校 ４校いじめ対策緊急支援総合事業教育及び社会福祉等の専門的な知識・技術を有するスクールソーシャ生徒指導対策事業 32,245 ルワーカーを派遣し、相談体制の整備を支援 ２市・１高校学校支援アドバイザーの派遣 小・中 ６校成 果 指 標 21年度 22年度 23年度相談による解決改善率（SC活用事業）(%) 60.0 64.8 64.4理科教育の充実を図るため、理科支援員を小学校に配置理科支援員 35名 配置 27校理科支援員等配置事業 7,125 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度理科支援員配置学級数（学級） 160 87 100学習指導要領の趣旨を踏まえ、児童生徒の実態や学校・家庭・地域社会の実情に応じて創意工夫を生かした道徳教育を推進するための実践研究道徳教育総合支援事業 2,763 を指定校において実施指定校 小・中・高 各１校学校や地域・保護者・教育関係者等が、参画・協働し、「命の尊さ」をふれあいフェスタ 実感するとともに、規範意識や社会性を育む体験を実施開 催 事 業 540 日 時 平成23年10月29日[ 安 心 こ ど も ] 場 所 うだ・アニマルパーク参加者数 2,300名県内高校生の規範意識、社会性及び自主性を高める取組として、県内生高校生社会参画活動 徒会活動において統一的なボランティア活動や社会参画活動を実施推 進 事 業 886 東日本大震災被災地への支援物資送達、現地でのボランティア活動[ 安 心 こ ど も ] 「優しさあふれる言葉」、「励ましの言葉」のポスター作成・配布不登校対応ガイド 「不登校対策委員会」を設置し、教員が不登校やその未然防止に適切にラ イ ン 策 定 事 業 6,015 対応するためのガイドラインを作成[ 一 部 緊 急 雇 用 ] 自殺防止のためのアンケート調査の実施児 童 生 徒 の 自 殺 メール相談窓口の設置対 策 事 業 5,672 スクールソーシャルワーカーの配置[一部安心こども ] 教職員を対象に自殺予防に特化した研修を実施夏休みノーテレビ・ 夏休み期間中、家庭においてノーテレビ・ノーゲームデーに取り組むこノ ー ゲ ー ム デ ー とを通して、子どもに規則正しい生活のリズムや基本的な生活習慣など652チ ャ レ ン ジ 事 業 を身につけさせ、家庭でのコミュニケーションの促進を図ることを目的[ 安 心 こ ど も ] に県内全ての小学３年生を対象に実施



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 農林業の振興（林業の振興）景観・環境の保全（きれいでくらしやすい生活環境の創造）［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 22,515千円事 業 名 金 額 内 容千円 環境・省エネルギー問題について実験・観察を通じた体験学習を県立高ストップ温暖化科学 校・教育研究所で実施5,516教 育 推 進 事 業 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度事業参加数（校・所） 5 5 5体験活動を通じて森林環境を大切に思い、守り育てる人材を育成体験学習の充実 小学校 206校森林環境教育教員研修森林環境教育推進事業 16,999 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度森林環境教育体験学習を実施した小学校（％） 23 17 100372 人 権 教 育 推 進 費 56,631 52,911 くらしやすいまちづくり（人権を尊重した社会づくり）［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(人権・地域教育課) 国 569 １ 人権を尊重した社会づくり 8,849千円使 1 事 業 名 金 額 内 容繰 14,58737,754 千円 人権教育資料の作成・配布による学校における人権教育の推進人権教育資料作成事業 7,274 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度[一部安心こども ] 人権教育資料を配布した学校（％） 100 100 100社会教育等における人権教育推進のための研修を総合的に推進人権教育促進事業 1,575 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度研修参加者数（名） － － 892２ 学校教育事 業 名 金 額 内 容千円 市町村立小学校 866名 私立小学校 427名人 権 教 育 資 料 〃 中・高校 12,679名 〃 中・高校 5,141名「なかま」の配布 8,747 県立学校（小・中・高） 8,938名及 び 購 入 助 成 等 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度「なかま」の配布を受けた児童生徒数(名) 66,024 66,601 28,051



374 社 会 教 育 推 進 費 99,280 85,135 学びの支援［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(人権・地域教育課) 国 14,048 １ 地域ぐるみの子育て・教育 33,183千円使 1 事 業 名 金 額 内 容繰 4,872諸 450 千円 学校・地域が連携し、学校運営や放課後活動を支援する体制を整備 65,764 学校・地域連携事業 学校・地域連携事業実施市町村数 25市町村30,083[ 一 部 緊 急 雇 用 ] 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度学校・地域連携事業実施数（カ所） － － 127家庭教育学級などの充実 講師紹介数 155件家庭教育充実のための教員研修会 講師派遣数 12回小学校 ８校 中学校 ３校 高校 １校家庭教育の歌「わが家のマーチ」出前合唱・合奏 13,800名参加リーフレット「家庭教育７か条」改訂・配布・活用促進 15,000部家庭教育推進事業 1,460 「家庭教育サポートフェア～ふれあい親子ひろば～」の開催[一部安心こども ] 第１回（７月実施） イオンモール大和郡山 534名参加第２回（11月実施） イオンモール橿原 1,365名参加成 果 指 標 21年度 22年度 23年度家庭教育支援講師の教員研修への派遣数（回） 12 12 12子どもの生活習慣の向上、規範意識の芽生えを育成し、家庭の教育力の向上を図るため、「おはよう・おやすみ・おてつだい」の３つの約束を「おはよう・おやすみ チェックするカレンダー を配布し、家庭での取組を実施するとともに、・ お て つ だ い 」 取組が優れていた幼稚園・保育所を表彰1,640約 束 運 動 事 業 対象 県内全ての幼稚園・保育所に通う３歳以上の子どもと保護者[一部安心こども ] 表彰 29園・所成 果 指 標 21年度 22年度 23年度カレンダーを提出した子どもの数（名） 18,995 20,159 20,542２ 社会教育の推進 44,139千円事 業 名 金 額 内 容千円 在日外国人を対象とした日本語講座の開催在日外国人日本語 1,050 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度講 座 開 催 事 業 修了者数（名） 50 50 50旧 青 年 の 家 施 設 旧吉野青年の家の施設を解体撤去43,089撤 去 事 業 平成24年３月施設解体撤去、跡地を吉野町へ譲与及び売却



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円374 教 育 研 究 所 費 811,061 727,469 ３ 学校教育課題の解消 152,050千円教 育 委 員 会 使 66 事 業 名 金 額 内 容企 画 管 理 室 繰 6,479諸 855 千円 語学指導等を行う外国青年の受入れ 23名 720,069 配置先 県立高校20校22名、県教委１名学校教育の国際化推進 116,195 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度外国青年による授業時間数（時間） 14,175 14,175 14,175模擬授業や親子での体験活動を通して、子どもの学習意欲の向上を目指わ く わ く ま な び すイベントを開催フェスタ開催事業 2,092 「えいごでわくわく！」外27イベント ２展示 来所者数 1,732名[一部安心こども ] 日時 平成23年10月10日 場所 教育研究所運動場芝生化促進 調査研究会議２回、分析会議１回に係る調査・研究事業 3,385 調査校 芝生化校 ９校 非芝生化校 ５校[ 安 心 こ ど も ] 調査結果をまとめた報告書の作成 100部体力テスト後のアンケート調査 県内全公立小学校児童生徒の体力向上の 体力向上推進コーディネーター派遣校での支援とビデオ撮影 10校ための調査・研究事業 939 「体力向上指導マニュアル（総合版）」作成・配布 300部[ 安 心 こ ど も ] 「体力向上指導マニュアル（簡易版）」作成・配布 5,000部教育相談事業の実施スクールカウンセリングカウンセラーの派遣 92回小学校 ７回 中学校 ９回 県立学校 53回 教育委員会等 23回来所教育相談 194件 延べ 2,342名成 果 指 標 21年度 22年度 23年度教 育 相 談 事 業 11,009 来所教育相談で満足を得られた相談者数の割合（％） 77 85 91障害があると思われる幼児児童生徒に関わる相談成 果 指 標 21年度 22年度 23年度専門機関（第三次）として相談を受けた件数（件） 1,346 1,351 1,368幼児・児童・生徒及び保護者・教職員に対する電話教育相談の実施電話教育相談回数 昼間 1,640回 夜間 708回電話教育相談事業 「いのちの電話」へ転送 ５回14,880（あすなろダイヤル） 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度電話教育相談で問題解決した件数の割合（％） 94 90 92



不登校対策のため、市町村の適応指導教室における弾力的な教育課程に基づいた学習指導を実施不登校対策のための特 3,550 奈良市、大和高田市別教室設置モデル事業 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度特別教室で学習した生徒数（名） － 14 50４ 教育番組の制作・放送事 業 名 金 額 内 容千円 学校教育番組 ６本制作教育広報番組 30本制作 30回放送教 育 番 組 の 制 作 学校等に対する番組複製ビデオ・ＤＶＤの配付21,989及 び 放 送 教育番組のＷｅｂ配信成 果 指 標 21年度 22年度 23年度教育番組の複製依頼の割合（％） 42 45 54幼児教育の推進事 業 名 金 額 内 容千円 運動能力・生活習慣等の調査対象 県内幼稚園・保育所64園所の５歳児 2,076名幼児の運動能力等実態 リーフレットの作成・配布 6,000部調 査 事 業 363 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度[ 安 心 こ ど も ] 幼稚園・保育所に通う５歳児の中で調査に参加した幼児の割合（％） － 8.4 18.1教員の資質向上 119,413千円事 業 名 金 額 内 容千円 対象者 公立小学校新任教員 公立中学校新任教員県立高校新任教員 特別支援学校新任教員校内研修（週10時間 年間300時間）教 員 初 任 者 研 修 118,865 校外研修（25日間）教育研究所等研修 23日間 宿泊研修 １泊２日成 果 指 標 21年度 22年度 23年度教員初任者研修受講者数（名） 262 304 340長期企業体験研修 ３ 企 業 ２～４カ月間 ５名派遣長期行政体験研修 県庁内４課 ２カ月間 ４名派遣教 員 資 質 向 上 548 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度長期企業体験及び行政体験経験者数（名） 6 5 5



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 社会教育センター事業の充実事 業 名 金 額 内 容千円 地域教育力向上実践研修講座・社会教育関係職員等研修講座、ＰＴＡ研修、人権教育啓発講座、読み聞かせ講座、特別支援教育啓発講座を開催社会教育推進事業 4,357 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度研修受講者数（名） 3,434 3,493 3,026378 高 等 学 校 総 務 費 20,653,716 20,585,452 職業科高校への社会人非常勤講師の登用 2,184千円(教 職 員 課) 国 2,543,333 学 科 事 業 内 容 実 施 校使 2,516 18,039,603 接遇マナー、インターネット販売、企業人としてのマナーとコミ 奈良朱雀、奈良情報商業、商 業 科 ュニケーション、プレゼンテーションソフト実習、ネットショッ 五條プの基礎、広告チラシの作成調理実習（西洋料理）、製パン実習、高齢者介護実習、インテリ家 庭 科 アカラーコーディネイト、ファッション作品の製作実習、リハビ 榛生昇陽、磯城野リテーション医療、高齢者の口腔ケア実習造園のデザイン実習、フラワーアレンジメント、チェーンソー実農 業 科 習、果菜類の接ぎ木方法と農業経営、都市公園の種類と施設、食 御所実業、磯城野、吉野パンの製造、樹木の移植と庭石の据え方透視図法及び着色技術の習得、木造建築における伝統的技術、ト 奈良朱雀、御所実業、工 業 科 ラス橋の模型製作、陶芸の基礎・基本、建築物の製作、コンクリ 王寺工業、吉野ート骨材の使用と強度調査写真の撮影法、仏画実習、西大寺の歴史と文化財、大和の文歴史文化学科 法隆寺国際化財、しめ縄作り、大和の民俗文化 ほか総 合 学 科 自動車整備、介護福祉、調理実習、手芸実習、接遇マナー 山辺380 教 育 振 興 費 766,130 655,403 学びの支援［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］学 校 支 援 課 国 45,787 １ 高等学校教育等の修学奨励学 校 教 育 課 財 7,673 事 業 名 金 額 内 容繰 6,060諸 78,985 千円 国公立 （月額） 18,000円 （ 5,000円） 516,898 私 立 （月額） 30,000円 （17,000円）前年度繰越分 前年度繰越分 高 等 学 校 等 自宅外通学者加算 （月額） 5,000円 （ 5,000円）35,000 31,881 奨 学 金 の 貸 与 へき地加算 （月額） 12,000円 （ － ）208,525当該年度分 当該年度分 （修学支援奨学金） （ ）内は生活保護高等学校等就学費受給者731,130 623,522 [一部高校修学支援] 貸与人数 853名成 果 指 標 21年度 22年度 23年度貸与者のうち高校課程修了者の割合（％） 96 94 92



２ 奨学金返還未収金対策事 業 名 金 額 内 容奨 学 金 返 還 未 収 金 千円392 回収困難な奨学金返還未収金債権に係る回収を民間債権回収業者に委託回 収 委 託 事 業３ 高等学校教育設備等の充実 261,979千円事 業 名 金 額 内 容県 立 高 校 情 報 化 千円 教科「情報」への対応のため、コンピュータ設備等の整備239,547推 進 事 業 インターネット接続 全校職 業 教 育 等 設 備 老朽化した実習備品の整備22,432整 備 事 業 御所実業高校 製図用具一式 ほか382 高 等 学 校 建 設 費 1,269,140 697,447 ４ 高等学校施設設備の整備(学 校 支 援 課) 国 191,286 事 業 名 金 額 内 容起 203,700302,461 千円 桜井高校 プール改修その他施設整備等 226,829前年度繰越分 前年度繰越分 大淀高校 屋上防水修繕工事 ほか215,127 191,286当該年度分 当該年度分 安全・安心の確保（防災危機管理の強化）［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］1,054,013 506,161 事 業 名 金 額 内 容翌年度へ繰越430,957 千円 補強設計奈良朱雀高校外10校高等学校耐震化等事業 470,618 耐震改修畝傍高校、桜井高校384 特別支援学校管理費 355,778 336,985 学びの支援［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］学 校 支 援 課 国 83,086 １ 特別支援学校教育設備の充実学 校 教 育 課 使 1,180 事 業 名 金 額 内 容手 6財 121 千円 奈良東養護学校 スクールバス教育設備等の整備 41,671諸 690 コンピュータ設備等の充実 全校251,902前年度繰越分 前年度繰越分 ２ 特別支援教育のあり方の検討20,784 20,716 事 業 名 金 額 内 容当該年度分 当該年度分334,994 316,269 千円 在籍する学校または学級以外に置く副次的な学籍について、奈良県型の特 別 支 援 教 育 354 モデル研究やデータ収集を実施適 正 化 推 進 事 業 就学指導の充実を推進



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円384 特別支援学校建設費 377,700 303,730 ３ 特別支援学校施設設備の整備(学 校 支 援 課) 国 127,381 事 業 名 金 額 内 容起 74,400 千円 101,949 その他施設整備等 19,665 奈良東養護学校成美学寮分校解体工事 ほか前年度繰越分 前年度繰越分79,067 74,237 安全・安心の確保（防災危機管理の強化）［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］当該年度分 当該年度分 事 業 名 金 額 内 容298,633 229,493翌年度へ繰越 特 別 支 援 学 校 千円 耐震改修 盲学校、奈良東養護学校、高等養護学校、明日香養護学校、284,06519,677 耐 震 化 等 事 業 大淀養護学校386 保 健 体 育 振 興 費 170,451 157,888 学びの支援［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 115,776千円(保 健 体 育 課) 国 17,005 事 業 名 金 額繰 7,077 千円諸 924 県 立 学 校 の 体 育 用 具 整 備 4,679132,882前年度繰越分 前年度繰越分 県 立 学 校 の 保 健 室 整 備 等 2,36413,000 11,368当該年度分 当該年度分 学 校 保 健 管 理 指 導 事 業 28,670157,451 146,520 学 校 給 食 管 理 指 導 事 業 1,783学 校 安 全 管 理 指 導 事 業 11,870各 種 体 育 大 会 へ の 派 遣 等 18,791運 動 部 活 動 推 進 事 業 920教 職 員 健 康 管 理 事 業 23,285県 立 学 校 Ａ Ｅ Ｄ 維 持 管 理 事 業 620環 境 衛 生 検 査 事 業 1,919事 業 名 金 額 内 容千円 子どもの体力向上を図るため、運動部活動の活性化を目的に、指導者が地域スポーツ人材 不在の運動部活動に地域のスポーツ人材を派遣2,140活 用実践支援事業 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度外部人材派遣運動部数（部） 52 39 37



小学校運動場の芝生化の促進を図るため、toto助成を利用して、芝生化に取り組む市町村に対して、設置者負担分を補助運動場芝生化促進事業 13,694 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度2,000㎡以上の運動場が芝生化された学校数（校） 9 5 6児童生徒の体力向上を目指し、小学生と保護者が一緒に楽しめるスポー児 童 生 徒 の ツイベントの開催や体力測定支援事業を実施体力向上推進事業 4,325 水泳教室、陸上教室などのイベント参加者数 372名[一部安心こども ] 体力テストの測定支援対象児童数 61校 8,039名体力測定支援教員派遣数 190名「外遊びみんなでチャレンジ」で各学校の児童がチャレンジしている運チ ャ レ ン ジ 運 動 動遊びでの成果を発揮する場として実施フェスタ開催事業 716 日 時 平成23年12月23日[一部安心こども ] 場 所 橿原公苑第一体育館参加者数 1,311名健康づくりの推進［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］事 業 名 金 額 内 容千円 県立学校グラウンド等の開放 45校県立学校体育施設 833 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度開 放 事 業 県立学校体育施設利用者数（名） 15,707 13,111 15,014安全・安心の確保（犯罪及び交通事故抑止対策の推進）［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］事 業 名 金 額 内 容千円 子どもの安全を守るため、ＰＴＡと連携し、知識や実践力を高める各種子どもを守る保護者 研修会を実施スキルアップ事業 2,079 研修会の開催 ９回 参加者数 440名[ 緊 急 雇 用 ] 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度研修会参加者数（名） - 506 440388 文 化 財 保 存 総 務 費 147,608 147,195 【文化財指定件数に関する参考指標】 （平成24年３月31日現在）文 化 財 保 存 課 国 987 建 造 物 美術工芸品 史跡・名勝・天然記念物 無 形 民 俗文化財保存事務所 使 4 区 分 重 要 重 要 一 般 文化財 文化財文化財 うち国宝 文化財 うち国宝 うち特別手 1,015 国 件 数 261 64 1,173 148 156 16 2 12 145,189 指定 対全国比(％) 10.9 29.6 11.2 17.1 5.3 9.9 － －県 指 定 114 225 116 3 56



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 観光の振興［「平成23年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 文化財愛護の普及啓発 2,378千円事 業 名 金 額 内 容千円 「奈良県の文化財行政」及び「文化財愛護ポスター」の発行、奈良県指文化財普及啓発事業 2,223 定文化財説明板の設置 ほか「奈良県文化財の日」 文化財保護と後世への継承について啓発していくため、11月３日を「奈155推 進 事 業 良県文化財の日」として定め、文化財の特別公開等の事業を実施388 文 化 財 保 存 活 用 費 732,370 599,474 ２ 有形文化財保存事業に対する補助 169,585千円(文 化 財 保 存 課) 国 182,086 事 業 名 金 額 内 容手 440繰 16,086 千円 建造物の保存修理等 薬師寺外38件越 40,508 美術工芸品の修理等 東大寺外19件文化財保存事業補助 153,205 360,354 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度前年度繰越分 前年度繰越分 保存修理実施件数（件） 53 56 59138,462 138,016当該年度分 当該年度分 自動火災報知設備、避雷設備及び消火栓設備等防災関係機器の整備及び593,908 461,458 文 化 財 防 災 対 策 保守点検16,380翌年度へ繰越 事 業 補 助 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度56,540 防災対策実施件数（件） 163 145 145３ 史跡地の整備と保護 384,897千円事 業 名 金 額 内 容千円 史跡地公有化事業補助 大安寺旧境内（奈 良 市）外10件史跡地環境整備事業補助 唐古・鍵遺跡（田原本町）外14件記念物保存事業補助 159,014 史跡等管理事業補助 旧大乗院庭園、円成寺庭園成 果 指 標 21年度 22年度 23年度補助対象史跡地等の買収面積（㎡） 91,364 122,849 51,702史跡・名勝飛鳥京跡 223,401 飛鳥京跡苑池の公有化、発掘調査、基本構想検討委員会の開催苑池整備活用事業史 跡 地 保 全 事 業 2,482 瓢箪山古墳、塩塚古墳の植栽剪定[ 緊 急 雇 用 ]



４ 埋蔵文化財の発掘調査補助事 業 名 金 額 内 容埋 蔵 文 化 財 発 掘 千円21,072 発掘調査 奈良市外13市町村調 査 等 補 助５ 文化遺産の調査・活用 16,403千円事 業 名 金 額 内 容近 代 化 遺 産 総 合 千円 我が国の近代化を支えた産業、土木、交通に関する建築物・構造物等の2,040調 査 事 業 遺産の残存状況と重要遺構を把握するため、文化財的価値の調査を実施民俗文化財史料等 県内の伝統行事・祭事・伝統芸能等の写真ネガ・ポジフィルムや民俗文デジタル化推進事業 12,368 化に関する調査記録票をデジタル化し、電子媒体にて保存[ 緊 急 雇 用 ] 県内各地で伝承されてきた民俗芸能について、その所在及び現在の状況民俗芸能緊急調査事業 1,995 を確認調査390 橿原考古学研究所費 2,136,817 1,431,701 ６ 橿原考古学研究所事業の充実 64,073千円(文 化 財 保 存 課) 国 46,216 事 業 名 金 額 内 容使 40 千円繰 19,184 飛鳥遺跡緊急調査 2,676 飛鳥京跡苑池発掘調査の報告書作成諸 917,192 449,069 出土遺物の保存処理前年度繰越分 前年度繰越分 及 び 整 理 事 業 22,548 出土遺物の整理及び保存処理による文化財の保存41,400 38,849 [ 一 部 緊 急 雇 用 ]当該年度分 当該年度分2,095,417 1,392,852 研 究 所 施 設 設 備 保存処理に必要な装置の更新を行い、遺物の適正な管理と保存に対処30,450整 備 事 業 更新機器 大型真空凍結乾燥機情報処理システム等 橿原考古学研究所の情報処理ネットワークシステムの更新を行い、文化8,399構 築 事 業 財保存課の記念物・埋蔵文化財ＧＩＳシステムとのオンライン化を実施



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 ７ 埋蔵文化財の発掘調査事 業 名 金 額 内 容埋 蔵 文 化 財 千円 国庫補助発掘調査 ほ場整備事業（田原地区）外13件926,306発 掘 調 査 事 業 受 託 発 掘 調 査 京奈和自動車道（御所区間）外15件392 附 属 博 物 館 費 84,184 77,505 ８ 橿原考古学研究所附属博物館事業の充実 40,623千円(文 化 財 保 存 課) 国 6,065 事 業 名 金 額 内 容使 9,969財 3,088 千円 春季特別展 平成23年４月16日～６月12日繰 205 テーマ 「弥生の里～くらしといのり～」諸 3,350 秋季特別展 平成23年10月１日～11月20日特 別 展 の 開 催 6,465 54,828 テーマ 「仏教伝来」前年度繰越分 前年度繰越分 成 果 指 標 21年度 22年度 23年度7,800 6,065 特別展入場者数（名） 19,163 35,260 23,497当該年度分 当該年度分76,384 71,440 陝西歴史博物館「日本 本県と陝西省との友好提携締結記念として、本県考古資料の優品を出品22,145考古展」出品事業 展示する「日本考古展」を陝西歴史博物館で開催「特別企画展 遺物が 特別企画展「やまとの地宝－遺物が語る奈良の歴史－」語る奈良の歴史展」 7,500 開催期間 平成24年２月４日～３月20日開 催 事 業 開催場所 県立美術館 入館者数 6,129名博物館利用者の利便性の向上を図るため、橿原考古学研究所附属博物館附 属 博 物 館 案 内 4,513 への案内誘導設備を整備標 識 等 設 置 事 業 設置箇所 橿原神宮前駅外３カ所392 重 要 文 化 財 等 1,445,703 1,149,312 ９ 建造物修理受託事業修 理 受 託 事 業 費 [諸 1,149,312] 事 業 名 金 額 内 容(文化財保存事務所) 前年度繰越分 前年度繰越分361,955 298,412 千円 国 指 定 談山神社十三重塔外13件建造物修理受託事業 1,149,312当該年度分 当該年度分 県指定等 薬園寺本堂外３件1,083,748 850,900翌年度へ繰越30,422


